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−おしらせ

基幹管路の耐震化について
耐震化等の施設の整備計画では、平成 28 年度から令和 17 年度までの 20 年間で約 26 億 9 千万
円の施設整備費が必要であると試算しています。
まず、南海トラフ地震への備えとして、災害時に影響が大きい基幹管路を優先的に耐震化してい
ます。国からの補助金を受けて耐震化の工事を行っていますが、その補助金を受けるためには『料
金回収率 100％以上であること』との基準があるため、クリアできないと補助金は受けられなくな
ります。
料金回収率とは？
　　　　　供給単価／給水原価＝料金回収率 (％ )
　・供給単価 ( 円／㎥ )
　給水収益÷年間総有収水量 ･･･ 使用者からいただく 1㎥あたりの平均単価

　・給水原価 ( 円／㎥ )
　( 経常費用－受託工事費－材料及び不用品売却原価－長期前受金戻入－付帯工事費 )
　　÷年間総有収水量 ･･･ 水道水 1㎥作るのに必要な経費
現行料金では、令和 3年度に料金回収率が 100％を下回るとの予測が出ており、今後も国からの
補助金を受けて耐震化を進めていくためにも料金改定は必要です。

料金改定にあたり
水道事業の経営環境が厳しい中、経営計画でのシミュレーションでは、令和 3年度に料金回収率
が 100％を下回る予測となったため、水道料金の改定について、町長の諮問機関である上下水道運
営委員会に料金改定率と改定時期について諮問を行いました。
令和 2年 7月から 10 月までの間に 4回の委員会を開催し、委員の意見を伺いながら慎重に検討
してきました。その結果、10 月に料金改定 (20％値上げ ) は適当であるとの答申をいただき、令和
2年 12 月佐川町議会定例会へ給水条例の一部改正案を提出し、決議されました。

改定後料金
水道料金を、下記のとおり改定します。

佐川町では、令和 3年 4月 1日から、水道料金を約 20％改定 ( 値上げ ) します。消費税の変更を
除く改定としては、平成 23 年度以来 10 年ぶりの改定となります。使用者の皆様にはご負担をおか
けしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

料金改定が必要な理由
水道事業は、日常生活に必要不可欠な「水道水」を安定的かつ継続的に供給することを目的に運

営しており、その経営に必要な費用は、使用者の皆様からいただく水道料金によってまかなわれて
います。この仕組みを『独立採算制』といいます。
また、水道施設の整備には巨額の資金が必要であり、その多くは借れ入れによるもので、この借

入金の返済にも水道料金の収入の一部が充てられています。
水道をとりまく環境としては、給水人口の減少や節水機器の普及により料金収入が減少していく

一方で、老朽化した施設の更新や南海トラフ地震に備えた耐震化工事などを進めていく必要があり、
現行の料金を据え置いた場合は、必要経費が料金収入を上回る、いわゆる赤字経営となり、数年後
には今までと同じ水道サービスを維持できなくなる見込みとなりました。
安心・安全な水道水をこれからも安定してお届けするために、財源不足を解消し、水道事業の健

全な経営が継続して行えるよう料金の改定をお願いすることとなりました。

水道料金改定の背景
佐川町では、平成 28 年度に水道事業の経営計画を策定し、施設や管路の耐震化を計画的に進め

ています。将来の水道環境は、給水人口の減少、水需要の低下、水道料金の減収が予想されていま
すが、水道施設の整備にかかる費用は年々増えていきます。今後も定期的な計画のフォローアップ
を行い、適正な料金の設定を検討する必要があります。

◆給水人口と有収水量 ( 予測 )
令和 12 年度までのシミュレー

ションでは、給水人口と有収水量と
もに減少すると予測しています。
※有収水量とは、水道料金の対象と
なる水量のことで、漏水などは含ま
れません。
令和 12 年度は令和元年度と比較

すると、約 1,129 万円の料金収入が
減少となる見込みです。

◆水道施設の老朽化
　
現在、佐川町が維持管理する水道管路の総延長は、約 137 キロメートルに及びます。そのうち、

約 22％が法定耐用年数の 40 年を超過しています。管路の老朽化が進むことで、破損事故や大規模
な漏水が発生すると、利用者の皆様の日常生活に支障をきたすことにもつながりますので、早急な
対策が課題となっています。

水道料金改定のお知らせ

−おしらせ

※料金改定に伴い用途区分を
変更しました。
「営業用」「団体用」

⇩
「家庭用以外」に統一

※水道の使用日数が一月に
15 日以内の場合に基本料
金が半額となる特別な料金
算定は廃止しました。

■新旧　水道料金単価表 (1 カ月あたり )

用途 料金区分 水量区分
料金単価

改訂前 改訂後

家庭用
基本料金 8㎥まで 714円 857 円

超過料金 1㎥あたり 88円 106 円

家庭用以外
( 旧営業用 )
( 旧団体用 )

基本料金 8㎥まで 714円 857 円

超過料金 1㎥あたり 110円
105 円

130 円
130 円

臨時用 １㎥あたり 110円 210 円
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屋外の水栓柱や、むきだしになった水道管は、凍結により破裂することがあります。保温材を巻
くなど予防対策をしましょう。もし凍結した場合は、無理に蛇口をひねらず、露出している管や蛇
口にタオルなどを巻いて、その上からぬるま湯をゆっくりかけ、溶かしてください。ドライヤーな
どの温風を凍結した部分に当てて、溶かす方法もあります。
注水道管に直接熱湯をかけたり直火に当てると蛇口や管が破裂する恐れがあります。日頃からメー
ターボックス内、あるいは付近にある自宅の止水栓が締まることをご確認いただき、万が一、破
裂したときは止水栓を締め、町指定の給水装置工事事業者に修繕を依頼してください。

[ 注意事項 ]
○土・日曜日、祝日、年末年始の届出受理及び水道の開栓・休栓に係る作業は行っておりません。
　業務時間：8時 30 分～正午、13 時～ 17 時 15 分
○休栓の届出をしないと、いつまでも料金が賦課されますのでご注意ください。
○開栓作業時にはお客様の立会いをお願いする場合があります。

問 建設課  水道係　電話  22-7713

現在、申請を受け付けております令和 2年度 佐川町合併処理浄化槽設置整備事業の受付期間に
ついて、次のとおりとします。
＜受付期間＞
1 月 19日 ( 金 )17 時必着 ( 土・日・祝日・年末年始を除く )
※なお、上記期日までに予算の上限に達した場合は受付終了とさせていただきます。

問・申請先  建設課  技術監理係　電話  22-7712

水道管の凍結にご注意！！

令和 2 年度 佐川町合併処理浄化槽設置整備事業
補助金申請の受付期間について

−おしらせ

改定後料金の適用時期
令和 3年 3月 31 日以前から開栓	 	 令和 3年 5月使用分（7月請求分）から適用
令和 3年 4月 1日以降から開栓	 	 初めての検針分の水道料金から適用

経営健全化に向けた取り組み
本町では、経営健全化に向けて以下のような取り組みを行っています。今後も経営状況は厳しく

なると見込まれますが、より一層の経営の効率化を図り、適正な水道サービスを維持・継続できる
よう努めてまいります。

口径
(ミリメートル )

使用料
改定前 改定後

13 72 円 86円

20 143 円 172 円

25 154 円 185 円

30 242 円 290 円

40 286 円 345 円

50 770 円 925 円

75 1,859 円 2,230 円

家庭用 家庭用以外 (旧営業用 ) 家庭用以外 (旧団体用 )

使用水量 現行 改定後 増額分 現行 改定後 増額分 現行 改定後 増額分

～8㎥まで 864円 1,037 円 173 円 864 円 1,037 円 173 円 864 円 1,037 円 173 円

10㎥ 1,058 円 1,270 円 212 円 1,106 円 1,323 円 217 円 1,095 円 1,323 円 228 円

20㎥ 2,026 円 2,436 円 410 円 2,316 円 2,753 円 437 円 2,250 円 2,753 円 503 円

30㎥ 2,994 円 3,602 円 608 円 3,526 円 4,183 円 657 円 3,405 円 4,183 円 778 円

■新旧　メーター使用料単価表 (1 カ月あたり )

■現行料金と改定後料金の用途別比較表 ( 口径 13mm・1 カ月あたり )

＜これまでの取り組み＞
・企業債 ( 町の借入れ ) のうち、高金利の繰上
償還による支払い利息の軽減

・委託料、動力費などの各種費用を見直し、
業務を効率化することでコストの削減を行う

・水需要に応じた施設の統廃合やダウンサイ
ジングを含めた施設整備を計画的に進める

・料金滞納の早期解消のための停水処分の強化

＜これからの取り組み＞　
・補助金等を利用し、耐震化の事業費用の財
源を確保する

・引き続き水道料金の適正化の検討を行い、
企業債などの財源の適正化に努める

・検針業務費用削減のための検針の隔月化（令
　和 3年 4 月実施予定）※詳細については、
広報さかわ 2月号に掲載予定

問 建設課  水道係　電話  22-7713

◇水道料金計算例
家庭用 13mmで 1カ月 20 ㎥使用した場合
計算式
（基本料金＋超過料金＋メーター使用料）＋
　消費税＝水道料金
基本料金　8㎥まで　　　　　　　	 857 円
超過料金　8㎥超え 20 ㎥まで
　　　　　(20 ㎥− 8㎥ ) × 106 ＝	1,272 円
メーター使用料　   　　　　　　	 86 円
　　　計　　　　　　　　　　　	 2,215 円
消費税 (10％ )   　　　　　　　　	 221 円
水道料金　　　　合計　　　　　	 2,436 円
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